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今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2020 年８月 2

男 ………………………… 3,989人
女 ………………………… 4,580人
計 ………………………… 8,569人
世帯 …………………… 4,850世帯

（－８）
（－ 10）
（－ 18）
（－４）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜６月 30 日現在＞

目 次

2020 年
（令和２年）

NO.173

とうやこ
８ 月Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

吉田　音葉ちゃん                 
　　　  （おとは）

詳さん・葉月さん
５月１日生　虻３区

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.29

17

22 spotlight

加藤みちよさん
東奔西走／今月のワンショット

月刊誌フォトコンで年度賞Ｗ受賞

12 お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

ジオパーク通信20

イベントカレンダー21

今年はオンライン開催
洞爺湖町洞爺産業まつり

pick up news

ワンポイント手話

３

おめでとう100歳歳

　６月15日に100歳の誕生日を迎えた竹田ハナ
ヱさん（洞爺第３）に6月22日、入所している福祉
施設に真屋町長が訪問し、お祝い金と花束を贈呈
し、長寿を祝福しました。

さわやかだより
肝炎ウイルス検診を受診しましょう

16

　新型コロナウイルス
感染症拡大の影響で延
期 と な っ て い た、 第
39 回洞爺湖ロングラ
ン花火大会（洞爺湖温
泉観光協会主催）が７
月１日から始まりまし
た。

４ 特集　洞爺湖町のアイヌ文化

10 まちのわだい

竹田ハナヱさん

新井　未玖ちゃん                 
　　　  （みく）

祥也さん・知子さん
５月 19 日生　曙

６ 特集　地域で支えるバス交通
９

コロナウイルスに係る減免申請について
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の

消防だより18

あぶた福祉会19

　20 時 45 分から 20 分間、10 月 31 日まで毎日打ちあ
がりますので、皆さんも湖面に打ちあがる大輪の花火を
見に行ってみてはいかがでしょうか。

前田　純花ちゃん                 
　　　  （すみか）

泰弘さん・晴香さん
４月 21 日生　花和区

お詫びと訂正
　広報７月号「こん
にちは赤ちゃん」で
紹介した「前田純花
ちゃん」の掲載写真
に誤りがありまし
た。
　訂正してお詫びし
ます。
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pick up news

「野菜」

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 25 回目は令和２年度採用の観光振興課荒
木未来です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

両手で大きなものを持つように構えて
手のひらを向い合せたままフワンフワン
と同時に上にあげて、指先を下に向けます。

　
　
年
、
と
う
や
湖
和
牛
や
地
元

　
　

野
菜
が
味
わ
え
る
B
B
Q

と
湖
上
の
ボ
ー
ト
か
ら
袋
詰
め
さ

れ
た
野
菜
を
配
る
「
野
菜
ま
き
」

な
ど
を
楽
し
み
に
町
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
集
ま
る
洞
爺
湖
町
洞
爺

産
業
ま
つ
り
（
洞
爺
湖
町
洞
爺
産

業
ま
つ
り
実
施
委
員
会
主
催
）。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
の
た
め
、
６
月
28

日
に
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
し

た
。
同
実
施
委
員
会
は
「
毎
年
こ

の
お
祭
り
を
心
待
ち
に
し
て
い
る

お
客
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
楽
し

め
る
よ
う
に
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
を
決
定
し
た
と
言
い
ま
す
。

　
当
日
ま
で
の
期
間
は
、
無
料
通

信
ア
プ
リ
「
L
I
N
E
（
ラ
イ

ン
）」や「
I
n
s
t
a
g
r
a
m

（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）」
な
ど
の

S
N
S
と
動
画
投
稿
サ
イ
ト
の

「
Y
o
u
T
u
b
e
（
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
）」
で
情
報
を
配
信
。
従
来

の
産
業
ま
つ
り
の
B
B
Q
や「
野

菜
ま
き
」
の
様
子
、
と
う
や
湖
和

牛
生
産
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
配
信
し
て
P
R
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
同
実
施
委
員
会
髙
井
一
英
委
員

毎

今年はオンライン開催今年はオンライン開催

長
は「
野
菜
ま
き
は
オ
ン
ラ
イ
ン
、

と
う
や
湖
和
牛
の
B
B
Q
は
自

宅
な
ど
で
家
族
や
仲
間
で
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
次
回
は
会
場
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
、
食
べ

て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

当
日
は
「
Y
o
u
T
u
b
e
」

に
よ
る
ト
ー
ク
や
ラ
イ
ブ
を
配

信
。
北
海
道
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
「
H
A
M
B
U
R
G
E
R

B
O
Y
S
（
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ボ
ー

イ
ズ
）」
が
M
C
を
務
め
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
金
子
智

也
さ
ん
や
畑
中
し
ん
じ
ろ
う
さ

ん
、
し
ろ
っ
ぷ
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
で

出
演
し
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
ま
で
の
「
L
I
N
E
」
の

登
録
者
は
、3
、0
9
7
人
。「
野

菜
ま
き
」
は
、
地
元
野
菜
の
詰
め

合
わ
せ
を
20
パ
ッ
ク
用
意
し
ま
し

た
。
他
に
も
、
ホ
テ
ル
宿
泊
券
や

地
元
の
銘
菓
な
ど
の
特
産
品
が
当

た
る
オ
ン
ラ
イ
ン
抽
選
会
も
実

施
。

　
参
加
し
た
人
か
ら
は
「
斬
新
な

方
法
で
良
か
っ
た
」「
こ
う
い
う

や
り
方
も
で
き
る
ん
だ
」
な
ど
の

反
応
が
あ
り
、
画
面
越
し
で
も
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

洞爺湖町洞爺産業まつり洞爺湖町洞爺産業まつり

産業まつりを楽しんでいる皆さん（写真は昨年）産業まつりを楽しんでいる皆さん（写真は昨年）当日限定販売されたとうや湖和牛当日限定販売されたとうや湖和牛
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特
集洞

爺
湖
町
の
ア
イ
ヌ
文
化

洞
爺
湖
町
の
ア
イ
ヌ
文
化

■
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
︵
☎
74

－

3
0
0
1
︶

　
　

爺
湖
町
に
は
、
お
よ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
年
前
の
旧
石

器
時
代
か
ら
人
が
暮
ら
し
て
い
る

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
長
い
歴

史
の
中
で
文
化
が
育
ま
れ
、
現
在

に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
イ
ヌ
文
化
は
、
今
か
ら
お
よ

洞

そ
8
0
0
年
前
に
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
、
言
葉
や
信
仰
な
ど
、

独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
町
内
に
は
「
ト
ー
ヤ
」（
ア

イ
ヌ
語
で
「
湖
の
岸
」
の
意
味
）

「
ア
ブ
タ
」（
ア
イ
ヌ
語
で
「
釣
り

針
を
作
る
」
の
意
味
）
な
ど
、
ア

イ
ヌ
語
由
来
の
地
名
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
文
献
、
発
掘
調
査
な

ど
か
ら
も
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
暮

ら
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の

方
々
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
こ
の

地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
洞
爺
湖
町
ア
イ
ヌ
民
族
共
生

拠
点
施
設
」
は
、
こ
う
し
た
ア
イ

ヌ
文
化
の
伝
統
や
魅
力
を
伝
え
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

1
5
、0
0
0

中島中島

「洞爺湖町アイヌ民族共生拠点施設」の建設工事が始まりました「洞爺湖町アイヌ民族共生拠点施設」の建設工事が始まりました
　町では、令和３年４月のオープンに向けて「アイヌ民族共生拠点施設」の整備を進めています。
　この施設は、アイヌの人たちと地域の人たちがアイヌ民族について理解し、アイヌ文化や地域文化を継承する
ための活動の拠点となる施設です。
　現在、施設の愛称について、町内小中学校、高
校の児童・生徒の皆さんによる投票を実施してい
ます。施設の愛称が決まりましたら広報でお知ら
せします。 施設イメージ図施設イメージ図

場所：洞爺湖町本町１番地場所：洞爺湖町本町１番地
※あぶた体育館の向かい※あぶた体育館の向かい

　菅江真澄は江戸時代後期の旅行家で、旅の様子を
書き残しました。アブタコタン（現在の虻田漁港周
辺）へは、1791 年旧暦６月７日に到着。夜、月明
かりのアブタの海辺でアイヌメノコが吹くムックリ
の音に旅愁の思いに浸りつつ詠んだ歌があります。

「蝦夷見ても　くもりも波の　月きよく
　　　　　　　　　　吹く口びわの　声の涼しさ」
　洞爺湖町歴史公園には昭和 55 年に町民の短歌会

「木賊（とくさ）の会」によって建てられた歌碑が
あります。

５．菅江真澄とアブタコタン

５．菅江真澄歌碑５．菅江真澄歌碑
（洞爺湖町歴史公園）（洞爺湖町歴史公園）

６．先住アイヌ民族慰霊碑前で行われているイチャルパ６．先住アイヌ民族慰霊碑前で行われているイチャルパ
（アイヌ民族の伝統的な先祖供養）（アイヌ民族の伝統的な先祖供養）（洞爺湖町歴史公園）（洞爺湖町歴史公園）

有珠新山有珠新山

大有珠大有珠

オガリ山オガリ山
小有珠小有珠



広報とうやこ　2020 年８月広報とうやこ　2020 年８月５

特集

洞爺湖町洞爺湖町（虻田地区）（虻田地区）アイヌ文化ゆかりの地アイヌ文化ゆかりの地

金比羅山金比羅山

西山西山4. 高砂貝塚4. 高砂貝塚

4. 入江貝塚4. 入江貝塚

★
洞爺湖町アイヌ洞爺湖町アイヌ
民族共生拠点施設民族共生拠点施設

板谷川板谷川

トコタン川トコタン川

赤川赤川
（フレナイ）（フレナイ）

入江川入江川
（アブタベツ）（アブタベツ）

３．虻田実業補習学校跡３．虻田実業補習学校跡
２虻田第二小学校跡２虻田第二小学校跡

１．白井坂１．白井坂

　白井柳治郎は、アイヌの子どもたちの教育に力を注ぎ、アイヌ民族の社会的地位の向上に努
めました。アイヌの子どもたちのため、虻田実業補習学校を設立した小谷部全一郎と協力して、
虻田第二小学校を開校しました。アイヌの人々に寄り添い、教育者として生涯をささげた白井
柳治郎は、旧虻田町名誉町民第１号となっています。

１～３．アイヌ教育に尽力した白井柳治郎

　有珠山の文政噴火（1822 年）により発生した火砕流
により、多くのアイヌの方が犠牲になりました。昭和
55 年、歴史公園の設置に併せて、先住民族の霊を慰め、
その労苦を偲ぶため、町民有志により建立しました。

６．有珠山噴火とアイヌ－先住アイヌ民族慰霊碑

５．菅江真澄歌碑５．菅江真澄歌碑
６．先住アイヌ民族慰霊碑６．先住アイヌ民族慰霊碑

　入江・高砂貝塚には、1663 年に噴火
した有珠山の火山灰の下に、貝塚や畑
の跡などアイヌの人たちが暮らした痕跡
が残されています。貝塚からは、アサリ
やホタテなどの貝類のほかニシンなどの
魚類やウニなどが見つかっていることか
ら、当時の食べていたものの一部を知る
ことができます。

４．発掘調査から分かるアイヌの
　　暮らし－入江・高砂貝塚－

白井柳治郎銅像白井柳治郎銅像
（虻田小学校）（虻田小学校） １．白井坂碑１．白井坂碑 ３．虻田実業補習学校（左）と２．虻田第二小学校（右）３．虻田実業補習学校（左）と２．虻田第二小学校（右）

４．アイヌの人たちがつくった貝塚４．アイヌの人たちがつくった貝塚
( 高砂貝塚 )( 高砂貝塚 )

洞爺湖町アイヌ文様ロゴマーク洞爺湖町アイヌ文様ロゴマーク
　アイヌの方々の衣服「ルウンペ」の基本となるアイヌ文様、モレウ（渦
巻紋）、アイウシ（棘紋）、シク（目玉紋）などを活かしたデザインとし、
噴火湾と洞爺湖を行き交うカモメをモチーフとしています。
　カモメは、「昔災害が来る事を知らせた偉い鳥である」とのアイヌ伝
承が残っています。
　デザインの決定は、虻田小学校の児童に協力いただき、一番人気のあっ
たデザインを採用しました。 洞爺湖町アイヌ文様ロゴマーク洞爺湖町アイヌ文様ロゴマーク

洞爺湖町のアイヌ文化洞爺湖町のアイヌ文化
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地域で支えるバス交通地域で支えるバス交通特
集

　
　

さ
ん
は
バ
ス
交
通
に
つ
い

　
　
て
、
日
頃
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
？

　
「
車
を
運
転
し
て
い
る
の
で
特

に
考
え
た
こ
と
は
な
い
」「
買
い

物
や
病
院
に
行
く
の
に
な
く
な
っ

た
ら
困
る
」「
見
る
限
り
誰
も
乗

っ
て
い
な
い
の
で
無
駄
で
は
な
い

か
」「
も
っ
と
便
利
に
し
て
ほ
し

い
」「
乗
り
継
ぎ
が
不
便
で
使
え

な
い
」「
バ
ス
が
な
い
か
ら
車
を

手
放
せ
な
い
」
な
ど
、
考
え
方
や

感
じ
方
、
必
要
の
度
合
い
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。

　
バ
ス
交
通
は
、
高
齢
者
や
子
ど

も
な
ど
、
車
を
運
転
で
き
な
い
人

に
と
っ
て
は
、
都
市
間
の
移
動
だ

け
で
な
く
、
買
い
物
や
通
院
・
通

学
な
ど
の
生
活
す
る
た
め
に
必
要

な
外
出
を
支
え
る
大
切
な
移
動
手

段
で
す
。
ま
た
、
普
段
は
車
を
運

転
し
て
い
て
も
、
け
が
や
病
気
で

急
に
運
転
で
き
な
い
と
き
や
車
が

な
い
と
き
な
ど
に
困
ら
な
い
よ

う
、
必
要
な
と
き
に
気
軽
に
利
用

で
き
る
交
通
手
段
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
バ
ス
交
通
の
現
状
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

皆
■問合せ■問合せ　企画防災課企画グループ（☎ 74-3004）　企画防災課企画グループ（☎ 74-3004）

　
バ
ス
交
通
は
、
一
度
に
多
く
の

人
を
乗
せ
て
移
動
で
き
る
た
め
、

低
い
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。
定

期
的
に
運
行
し
て
い
る
の
で
運
行

時
間
に
停
留
所
ま
で
行
け
ば
、
誰

で
も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、
バ
ス
が
通
行
で
き
る
地

域
で
し
か
運
行
で
き
な
い
た
め
、

停
留
所
や
運
行
ル
ー
ト
か
ら
離
れ

た
場
所
で
は
利
用
で
き
ず
、
運
行

時
間
や
ル
ー
ト
も
決
ま
っ
て
い
る

た
め
、
最
短
で
目
的
地
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

バ
ス
の
良
い
と
こ
ろ

悪
い
と
こ
ろ

・路線バス・・・町内外を結ぶ 16 路線を運行
・虻田地区コミュニティバス・・・虻田地区内で運行
・洞爺地区コミュニティバス・・・洞爺地区内で運行
・花和地区コミュニティタクシー・・・
　花和地区と洞爺駅周辺を往復する予約型運行
・買い物支援バス・・・
　スーパーのない地域を対象とした買い物に行くための運行

町内で利用できるバス
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特集
　
バ
ス
交
通
に
係
る
費
用
は
、
燃

料
な
ど
の
車
両
に
係
る
費
用
も
あ

り
ま
す
が
、
運
転
手
の
人
件
費
が

大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
そ
の
費
用
に
対
し
、
運
賃
収

入
や
広
告
収
入
、
国
や
北
海
道
の

補
助
金
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
運
行
さ
れ
て
い
る
バ
ス

利
用
者
数
が
減
っ
て
、

町
の
負
担
額
が
増
え
て
い
ま
す

交
通
は
、
観
光
客
な
ど
の
利
用
が

多
く
運
賃
収
入
が
多
い
一
部
の
便

を
除
き
、
赤
字
額
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
湖
畔
を
運
行
す
る
路

線
バ
ス
や
洞
爺
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
の
市
街
地
線
、
花
和
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
な
ど
で

は
、
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
が

国
の
補
助
基
準
の
2
・
0
人
を
大

き
く
下
回
り
、
利
用
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
赤
字
が
続
く
と
バ
ス
交
通
を
続

け
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
町
で
は

運
行
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
赤
字
額

を
補
て
ん
し
て
い
ま
す
が
、
利
用

者
数
が
著
し
く
少
な
い
場
合
は
、

町
の
財
政
状
況
も
厳
し
い
こ
と
か

ら
廃
止
や
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
利
用
し
て
い
た
人
が
体
調
を
崩

し
た
り
、
施
設
の
入
所
に
よ
り
利

用
で
き
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
利
用

の
目
的
や
時
間
帯
が
変
わ
っ
た

り
、
他
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
通
院
の
間
隔
が
長
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
を
減
少
の
要
因
と
し
て
捉

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乗
り
継
ぎ

各バスの運行状況
湖畔を運行する路線バスの１便平均乗車密度

H27 R1 R1
赤字補てん額

洞爺湖温泉～壮瞥役場前～洞爺水の駅 0.8 人 0.5 人 250 万円

洞爺湖温泉～月浦～洞爺水の駅 1.1 人 0.4 人 430 万円

洞爺水の駅～壮瞥役場前・伊達駅前～伊達緑丘
高校前 2.0 人 2.0 人 130 万円

洞爺湖温泉～月浦・洞爺水の駅～岩屋 1.2 人 0.9 人 260 万円

洞爺湖温泉～月浦～公営住宅前 1.9 人 0.6 人 120 万円

洞爺湖温泉～留寿都～ルスツリゾートホテル前 2.8 人 1.7 人 170 万円

虻田地区コミュニティバス（月～土）の１便平均利用者数

H27 R1 R1 町負担額

午
前

左回り１便 2.8 人 1.8 人

403 万円

右回り１便・清水１便 4.9 人 5.1 人

右回り２便・清水２便 8.6 人 11.0 人

左回り２便 6.3 人 5.4 人

午
後

左回り３便 5.1 人 3.4 人

右回り３便・清水３便 5.2 人 4.4 人

左回り４便 3.0 人 1.9 人

洞爺地区コミュニティバス（月・火・金）の１便平均利用者数

H27 R1 R1 町負担額

高
台
線

高台線往路（火・金） 8.4 人 6.5 人

318 万円

高台線復路①（火・金） 1.1 人 1.4 人

高台線復路②（火・金） 3.8 人 4.2 人

市
街
地
線

市街地線①（火・金） 1.8 人 0.9 人

市街地線②（火・金） 1.5 人 0.8 人

市街地線③（火・金） 1.1 人 0.1 人

市街地線①（月） 1.9 人 1.0 人

市街地線②（月） 1.3 人 0.2 人

花和地区コミュニティタクシー（予約運行）の利用者数

H27 R1 R1 町負担額

延べ利用者数 278 人 70 人
43 万円

実利用者数 ７人 １人

地域で支えるバス交通地域で支えるバス交通

や
便
数
の
少
な
さ
な
ど
の
利
便
性

の
悪
さ
か
ら
利
用
が
敬
遠
さ
れ
た

り
、
乗
り
方
が
わ
か
ら
な
い
な
ど

初
め
て
利
用
す
る
と
き
の
ハ
ー
ド

ル
の
高
さ
が
新
た
な
利
用
が
増
え

な
い
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
安

定
し
て
一
定
の
利
用
を
確
保
し
て

い
く
た
め
、
新
た
な
利
用
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
も
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
要
因
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特集 地域で支えるバス交通地域で支えるバス交通

QQ ＆＆ AA

乗ることで支える
　バス交通は、制約や不便なことも多く、利用し
にくいところもありますが、利用者が減少し廃止
となると、便数が減少することで乗り継ぎができ
なくなり、更に不便になるといった負の連鎖へと
つながりかねません。交通事業者がなくなると、
交通を必要としたときに利用できなくなってしま
います。
　そうならないためにも、交通事業者や町では利
用につながるよう運行の改善に引き続き取り組ん
でいきますが、バス交通の安定した継続には、ひ
とりでも多くの人がバス交通について理解し、１
回でも多く利用していただく必要があります。
　一度バスに乗ってみると、意外と利用できる交
通手段であると思えるかもしれません。停留所ま
で少し歩いてみるということも、バス交通を支え
るひとつです。少しだけバス交通に意識を向けて
みませんか。

バス交通　少しでもバス交通を利用いただくために、次の取り組みを
行っています。
●高齢者福祉証提示による運賃の軽減
　70 歳以上の人は町が発行する「高齢者福祉証」の提示で、
100 円の運賃で利用できます。（町内のバス停で乗車し、町
内のバス停で降車した場合のみ）
●利用実態の把握と交通に関する懇談
　利用実態を把握するための乗降調査を行っています。また、
交通担当職員との懇談をいつでも受け付けています。
●マイ時刻表の作成、時刻表などの郵送
　町では利用する人に合わせて、自宅近くから目的地までの
往復の時刻表（マイ時刻表）を作るサービスを行っています。
時刻表などの郵送も行っています。気軽に連絡してください。
●乗換検索への掲載
　路線バスについては、スマートフォンやインターネットの
乗換検索で、停留所名と利用したい時間を入力すると発車時
刻や到着時刻、乗り継ぎなどを調べられるようになっていま
す。

バス交通の利用に向けて

バス交通

Q1バス交通の内容はどのように決められているの？

A1
　バス交通はまずは民間事業者で運行することを基
本として、民間事業者による運行が困難な地域につ
いては、地域の実情を踏まえてコミュニティ交通な
どで補っています。しかし、残念ながら公共交通で
全ての地域の移動手段を確保することはできませ
ん。
　バス交通は交通事業者と行政機関、住民代表、交
通専門家などで組織する会議で協議し、毎年運行内
容を決めています。運行内容は、利用状況や利用意
向、交通に対する意見などを事前に把握したうえで、

できる限り無駄がなく、多くの人に利用してもらえ
ることを第一に考えています。ただ、限られた財源
や車両・運転手の確保の中で、便数や走行ルートな
どの制約、他の地域とのバランスなどを踏まえなけ
ればなりません。また、時間やルートを変更するこ
とにより利用できなくなる人が出てしまったり、変
更箇所以外の場所での利用者に影響がでるなど、非
常に難しい判断をしなければなりません。それらを
踏まえて、バス運行を持続していけるよう、全体的
な視点を持って、運行されています。

Q2新たに乗合タクシーなどは導入できないの？

A2
　乗合タクシーは、バスでは行けない地域でも利用
できる、予約によって同じ時間帯に利用する人たち
が乗り合わせて特定の目的地と自宅間を移動する交
通手段です。導入に向けて検討した経緯もあります
が、費用面だけでなく、利用できる地域とできない
地域の線引きが難しいことや、競合による交通事業

者への影響のほか、バス交通と併用運行する必要が
あるなど課題も多い状況です。
　また、バス交通でも便数や台数を増やすことで、
乗り継ぎの改善や小まめに回れる交通体系とするこ
とができますが、運転手の確保や費用の面で困難な
状況となっています。
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国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の

コロナウイルスに係る減免申請についてコロナウイルスに係る減免申請について
■問合せ■問合せ　国民健康保険税　税務財政課税務グループ（☎74-3003）国民健康保険税　税務財政課税務グループ（☎74-3003）
　　　　　後期高齢者医療保険料　国保・医療グループ（☎74-3002）　　　　　後期高齢者医療保険料　国保・医療グループ（☎74-3002）

町　　では新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した世帯などに対し、国民健康保険税、後期
　　高齢者医療保険料の減免を行います。
※介護保険料の減免申請については、広報７月号に掲載していますので確認ください。

減免対象
①新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負った場合。
②新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる生計維持者の令和２年中の事業収入などの減少があり、

（1）～（3）の要件に当てはまる場合。

減免要件

（1）主たる生計維持者の事業収
入や給与収入などのいずれかの減
少額が、令和元年中と比べて 10
分の３以上であること。

（2）主たる生計維持者の令和元
年中の所得の合計額が 1,000 万
円以下であること。

（3）主たる生計維持者の、減少
が見込まれる所得以外の令和元
年中の所得の合計額が 400 万円
以下であること。

※主たる生計維持者とは基本的に住民票上の世帯主です。ただし、住民票上の同一世帯員の場合、申出により主たる生計維
持者とすることができます。

注意事項
　上記要件に該当する場合でも、世帯の主たる生計維持者の令和元年中の所得額が０円など、所得状況
や加入状況により、計算の結果、減免額が０円となる可能性があります。
　主たる生計維持者が非自発的失業による軽減対象となっている場合、新型コロナウイルスの影響によ
る減免の対象とはなりません。
　詳細については、決定通知書に同封しているお知らせを確認していただくか、問い合わせください。

国民健康保険税
　令和２年度分（令和２
年４月～令和３年３月分）
は、令和２年７月 10 日

（金）に決定通知書・納
付書を発送しています。

後期高齢者医療保険料
　令和２年度分（令和２年
４月～令和３年３月分）は、
令和２年７月13 日（月）に
決定通知書・納付書を発送
しています。

国民健康保険税
　令和２年度分（令和２
年４月～令和３年３月分）
は、令和２年７月 10 日

（金）に決定通知書・納

　令和２年度分（令和２年
４月～令和３年３月分）は、
令和２年７月13 日（月）に
決定通知書・納付書を発送



　

経済対策の一助に
洞爺湖町建設協会　町へ寄付

　
　

う
や
湖
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ク

　
　

ラ
ブ
（
青
木
佐
智
子
会
長
）

は
、
マ
ス
ク
に
洞
龍
く
ん
の
イ
ラ
ス

ト
を
張
り
付
け
た
町
の
Ｐ
Ｒ
マ
ス

ク
を
ダ
ブ
ル
ガ
ー
ゼ
素
材
で
作
製

し
、
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

1
2
0
枚
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
の
青
木
会
長
は
「
町
の

Ｐ
Ｒ
に
協
力
で
き
な
い
か
と
思
い
、

マ
ス
ク
を
作
製
し
ま
し
た
」
と
思
い

を
話
し
ま
し
た
。

　
寄
贈
さ
れ
た
マ
ス
ク
は
、
町
内
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
な
ど
に
提

供
し
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

のわだい
まち
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とうや湖レクリエーションクラブが町のＰＲマスク作製�
社会福祉協議会へＰＲマスク寄贈

　
　
爺
湖
町
建
設
協
会
（
北
島
良
人

　
　
会
長
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
経
済
対
策

の
支
援
と
し
て
町
に
50
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　
同
協
会
の
北
島
会
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
財

政
も
厳
し
い
と
思
う
の
で
、
少
し
で

も
役
に
立
ち
た
い
と
の
思
い
で
寄
付

し
ま
し
た
」
と
話
し
、
真
屋
町
長
は

「
こ
う
い
っ
た
支
援
を
い
た
だ
き
、

町
は
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
町
民

の
生
活
を
支
援
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

安心、安全な生活を�
北絋建設　虻高へマスク寄贈

真屋町長に寄付金を手渡す北島会長（左）真屋町長に寄付金を手渡す北島会長（左）
山本事務局長（左）へマスクを手渡す山本事務局長（左）へマスクを手渡す

とうや湖レクリエーションクラブ会員（右）とうや湖レクリエーションクラブ会員（右）

菅さん（左）にマスクとメッセージを手渡す菅さん（左）にマスクとメッセージを手渡す
笹山代表取締役常務（中央）と河島土木部長（右）笹山代表取締役常務（中央）と河島土木部長（右）トイレの点検をしている会員トイレの点検をしている会員

洞

北

と

公衆トイレの点検、修理
洞爺湖管工事業協会ボランティア

　
　
絋
建
設
（
笹
山
智
市
代
表
取
締

　
　
役
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
防
止
に
向
け
た
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
虻
田
高
校
へ
マ

ス
ク
を
1
、
0
0
0
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
生
徒
会
長
の
菅
芳
樹
さ

ん
（
3
年
）
に
会
社
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
マ
ス
ク
が
手
渡
さ
れ
、
受

け
取
っ
た
菅
さ
ん
は
「
マ
ス
ク
は
流

通
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
価

格
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
い

た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
管
工
事
業
協
会
（
齊
藤
晶

　
　
隆
会
長
、
加
盟
９
社
）
は
洞
爺

湖
温
泉
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
の
点

検
、
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
技

術
を
生
か
し
た
地
域
奉
仕
の
一
環
で

加
盟
各
社
か
ら
12
人
が
参
加
。

　
作
業
前
に
は
齊
藤
会
長
が
「
洞
爺

湖
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
気

持
ち
よ
く
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
会
員
は
珍
小
島
や
噴
火
記
念
公
園

ト
イ
レ
な
ど
９
か
所
を
分
担
し
て
点

検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

洞

６
29

６
23

６
29

７
６
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
年
度
初
め
て
と
な
る
芸
術
館

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
く
る
く
る

回
し
て
絵
を
動
か
そ
う
」
が
公
立
は

こ
だ
て
未
来
大
学
原
田
泰
教
授
を
講

師
と
し
て
招
き
、
と
う
や
水
の
駅
で

開
催
さ
れ
、７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
原

理
を
説
明
し
た
後
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
原
型
で
あ
る
ゾ
ー
ト
ロ
ー
プ

（
回
転
の
ぞ
き
絵
）
を
制
作
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
自
分
の
描

い
た
絵
が
動
い
て
る
よ
う
に
見
え
て

不
思
議
だ
っ
た
」
と
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

今年度初めての芸術館ワークショップ
「くるくるまわして絵を動かそう」開催

　
　
爺
財
田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス
で
特

　
　

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
木
の
枝
風

鈴
」
が
行
わ
れ
、
7
日
～
12
日
の
間

で
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
日
に
は
、
親
子
２
組
が
参
加

し
、
同
施
設
周
辺
の
ヤ
ナ
ギ
の
木
を

の
こ
ぎ
り
で
伐
採
。
そ
の
後
、
事
前

に
準
備
さ
れ
た
材
料
で
、
木
の
枝
風

鈴
を
作
製
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
木
を
切
る

の
は
初
め
て
で
、
最
初
は
難
し
か
っ

た
け
ど
う
ま
く
切
る
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
」
と
初
め
て
の
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

涼しい音を奏でる
ヤナギの枝で「木の枝風鈴」作製

　
　

う
や
湖
農
業
協
同
組
合
（
髙

　
　
井
一
英
代
表
理
事
組
合
長
）
の

「
人
参
洗
浄
選
別
機
」
が
や
さ
い
集

出
荷
セ
ン
タ
ー
に
完
成
し
、
お
披
露

目
会
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
同
機
は
１
日
当
た
り
72
㌧
の
ニ
ン

ジ
ン
を
選
別
、
箱
詰
め
す
る
こ
と
が

で
き
、
従
来
の
選
別
機
よ
り
処
理
能

力
が
44
％
向
上
。

　
当
日
、
髙
井
組
合
長
は
「
従
来
よ

り
処
理
能
力
が
向
上
し
た
の
で
効
率

的
な
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

効率的な運営を図る
人参洗浄選別機お披露目会

　
　

活
習
慣
病
予
防
講
演
会
が
健
康

　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
住

民
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
管
理
栄
養
士
尾
㟢
節
子

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、「
始
め

よ
う
！
お
い
し
く
減
塩
」
と
題
し

て
、
講
演
。
減
塩
が
必
要
な
理
由
や

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
、
す
ぐ
に
実
践
で

き
る
減
塩
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
暑
く
な
る
と
塩
分
を

摂
り
た
く
な
り
ま
す
が
、
少
し
減
塩

に
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

おいしく減塩に取り組む
生活習慣病予防講演会

講師の講演を真剣に聞く参加者講師の講演を真剣に聞く参加者

ヤナギの木の皮をむいている子どもヤナギの木の皮をむいている子ども作った作品を鑑賞する参加者作った作品を鑑賞する参加者

新しく導入された「人参洗浄選別機」新しく導入された「人参洗浄選別機」

洞

生

今

14
７

17
７

11
７

７
７ ～ 12

７

と
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暮
ら
し お知らせ

information

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
退
職（
失
業
）
す
る

と
、
役
場
の
年
金
担
当
窓
口
で

加
入
の
手
続
き
を
行
い
、
月
額

１
６
、５
４
０
円（
令
和
２
年
度
の

金
額
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
退
職（
失

業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
が
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と

な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

の
公
的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を

添
付
し
て
、
役
場
住
民
課
・
洞
爺

総
合
支
所
庶
務
課
・
洞
爺
湖
温
泉

支
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　

消
費
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
販
売
な
ど
で「
初
回
お
試

し
３
０
０
円
」「
初
回
限
定
90
％

O
F
F
」「
美
し
く
キ
レ
イ
に
や

せ
る
」
な
ど
の
広
告
を
見
て「
健

康
食
品
」「
ダ
イ
エ
ッ
ト
サ
ポ
ー

ト
食
品
」
な
ど
の
商
品
を「
お
試

し
１
回
」
低
価
格
で
購
入
で
き
る

と
思
っ
て
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

実
際
に
購
入
し
た
ら
複
数
回
の
定

期
購
入
契
約
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
は
じ

め
通
信
販
売
に
は
、ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費

者
の
都
合
で
返
品
で
き
る
か
ど
う

か
、
返
品
で
き
る
場
合
の
送
料
負

担
な
ど
の
条
件（
返
品
特
約
）
は
、

表
示
内
容
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
返
品
特
約
の
表
示
が
な
い
場

合
に
は
、
商
品
到
着
後
８
日
間
以

内
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
が
送
料
を

負
担
し
て
返
品
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
個
々
の
契
約
に
よ
り
返

品
の
条
件
は
異
な
る
た
め
、
注
文

前
に
は
必
ず
契
約
内
容（
定
期
購

入
解
約
の
条
件
、
期
間
な
ど
）
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

小
さ
い
マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ
は

キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
を
！

　
「
王お

う
ち
ょ
う蝶」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名

を
持
ち
、
白
身
の
高
級
魚
と
さ
れ

通
信
販
売
で
は
、
事
前
に
契
約

内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う

「洞爺湖町おもてなし商品券」「洞爺湖町おもてなし商品券」

　町では、町内の宿泊施設に宿泊する人を対象に１人当
たり 1,000円分の「洞爺湖町おもてなし商品券」を配布
することから、取扱店を募集します。
■申込み期日　８月 31日（月）
■事業期間　８月中旬～令和３年２月 28日（日）
※予算がなくなり次第終了します。
■問合せ　観光振興課（☎ 75-4400）

国
民
年
金
か
ら

退
職
　
　
　
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
︵
失
業
︶

部（
☎
0
1
1

－

7
2
6

－

0
3
5
2
）

﹁
光
回
線
﹂
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す

　

現
在「
光
回
線
」
を
使
用
し
た

通
信
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

な
い
地
域
を
対
象
に「
光
回
線
」

を
誘
致
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
光
回
線
」
を
使
用
し

た
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
仕
事
や
生

活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
基
盤
と

な
っ
て
い
て
、
将
来
的
に
も
ま
す

ま
す
重
要
で
す
。

　

民
間
事
業
者
に「
光
回
線
」
を

整
備
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い

地
域
で
新
た
に
1
0
0
回
線
以

上
の
事
前
加
入
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。（
自
宅
へ
の
引
き
込
み
工

事
や
回
線
使
用
料
な
ど
は
個
人
負

担
と
な
り
ま
す
）

　

今
回
が
未
整
備
地
域
に「
光
回

線
」
を
整
備
で
き
る
最
後
の
機
会

と
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
７
月
の
回
覧
を
確
認

く
だ
さ
い
。

■
事
前
申
込
み
期
限　
８
月
20
日

（
木
）

■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
4
）

のの
取扱店を募集します！取扱店を募集します！
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■８月
優良（30分）
19日（水）13：30～　25日（火）13：30～
一般（60分）
25日（火）14：30～
違反（120分）
19日（水）14：30～
初回（120分）
21日（金）18：30～

■９月
優良（30分）
３日（木）18：30～　９日（水）13：30～
一般（60分）
３日（木）19：30～　９日（水）14：30～
違反（120分）
７日（月）18：30～
初回（120分）
18日（金）13：30～

お知らせ

①
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で
泳

ぎ
ま
し
ょ
う

　
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
、
急
な
深

み
な
ど
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い

ま
す
。
潮
が
沖
に
流
れ
て
い
く
離

岸
流
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

②
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

　
波
の
力
で
倒
れ
た
り
、
沖
に
流

さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
保
護

者
は
、
水
辺
で
遊
ぶ
子
ど
も
か
ら

目
を
離
さ
ず
、
近
く
に
い
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
泳
が

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
体
調
不
良
時
や
お
酒
を
飲
ん
だ

後
は
、
呼
吸
が
乱
れ
や
す
く
溺

れ
る
危
険
が
あ
る
の
で
泳
が
な　
　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区
域

に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
危
険
な
運
転
は
せ
ず
、
必
ず
救

命
胴
衣
を
装
着
し
て
安
全
航
行
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

る
マ
ツ
カ
ワ
。
漁
獲
量
が
少
な
く

ま
ぼ
ろ
し
の
魚
と
呼
ば
れ
て
き
ま

し
た
が
、
現
在
こ
の
マ
ツ
カ
ワ
を

養
殖
・
放
流
し
水
揚
げ
を
増
す
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
魚
の
資
源
保
護
の
た
め
、
８

月
８
日
～
令
和
３
年
８
月
７
日
ま

で
の
期
間
、
胆
振
総
合
振
興
局
管

内
沖
合
海
域
で
、
全
長
35
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
未
満
の
小
さ
い
マ
ツ
カ

ワ
を
採
捕
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
海
中
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

胆
振
総
合
振
興

局　

胆
振
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
事
務
局（
☎
0
1
4
3

－

24

－

9
8
1
2
）

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
か
ら
の

お
知
ら
せ

「北海道水資源の保全に関する条例」に基づく事前届出

水資源保全地域に指定された区域内で土地取引行為を行う場合は、
契約締結の３か月前までに知事への届け出が必要です。

①売買前に届出
　（３か月前）

②水資源保全方針
などに沿って助言

③助言内容を伝達

水資源保全地域
【届 出 先】

・各総合振興局、振興局地
域創生部地域政策課
または
・権限移譲市町村
　稚内市、北斗市
　倶知安町、上富良野町
　下川町、枝幸町
　厚真町、むかわ町

北
海
道
ま
た
は

権
限
移
譲
市
町
村

土
地
所
有
者

 （
売
　
主
）

買
　
主

　届け出先は、土地の所在する北海道総合振興局、振興局地域創生部地域政策課、
道の事務の権限委譲市町村（上記８市町村）です。
　また、指定地域は、地域を管轄する北海道総合振興局、振興局地域創生部地
域政策課、北海道のホームページで確認できます。
HP　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/stt/mizusigen/mizusigen.htm
■問合せ　北海道総合政策部政策局土地水対策課水資源保全係
　　　　　（☎ 011-204-5178）

　
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
で
は
、
計
量

禁
煙・
分
煙
の
取
り
組
み

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で

は
、
禁
煙
・
分
煙
対
策
を
通
じ
て

加
入
者
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協

会（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支

部（
☎
0
1
1

－

7
2
6

－

0
3
5
2
）

棟
の
改
修
工
事
の
た
め
、
８
月
30

日（
日
）
は
ご
み
の
受
け
入
れ
が

終
日
停
止
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）
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募
　
集

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署
に

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

■
資
　
格　
①
②
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

■
受
付
期
日　
①
９
月
11
日（
金
）

②
９
月
10
日（
木
）

■
試
験
日　

①
９
月
23
日（
水
）

～
26
日（
土
）、
９
月
28
日（
月
）

～
10
月
１
日（
木
）（
い
ず
れ
か
１

日
）
②
９
月
18
日（
金
）
～
20
日

（
日
）（
い
ず
れ
か
１
日
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

夏
の
チ
ビ
ッ
コ
水
泳
教
室

の
開
催

■
日
　
時　
８
月
25
日（
火
）、
27

日（
木
）、
９
月
１
日（
火
）、
３
日

（
木
）
18
時
～
19
時

■
場
　
所　
伊
達
市
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル

■
対
　
象　
泳
ぎ
が
苦
手
な
小
学

生■
募
集
人
数
　
20
人

■
参
加
費
　

1
、6
0
0
円（
プ
ー

ル
入
館
料・
保
険
料
含
む
）

■
申
込
み　
は
が
き
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
期
日　
８
月
18
日（
火
）

■
問
合
せ　
伊
達
水
泳
協
会
藤
原

達
雄（
〒
0
5
2

－

0
0
2
2

伊
達
市
梅
本
町
23

－

80
／
☎
25

－

4
1
0
5
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

5
9
3
6
／

t2
3

fu
ji@

poppy.ocn.ne.jp

）

　新型コロナウイルス感染症への感染リスクが
伴う状況の中で、噴火や津波、土砂災害など、
自然災害の発生の恐れがある場合、避難所を開
設することとなりますが、避難所における感染
症対策へ万全を期すことが重要になります。

新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害時の避難
　一人ひとりが自然災害から命を守るととも
に、避難先でも安心・安全に過ごすことができ
るように、町民の皆さんに実施してほしい内容
を取りまとめました。

１．避難時に持参してほしいもの ２．避難先の検討
①マスク
②アルコール消毒液やアルコールを含んだ②アルコール消毒液やアルコールを含んだ
ウエットティッシュ
③体温計
④スリッパ

　自身の住んでいる場所の災害リスクについ
て、町が配布している防災マップで確認し、町
が開設する避難所のほか親戚の家などを含め、
事前に避難先を検討しておきましょう。
①町が用意する避難所へ避難
②安全な場所にある親戚宅などへ避難（分散避難）
③自宅が安全な場合は、建物の上階や自宅内の
安全な場所に避難（在宅避難）

行
　
政

公
共
工
事
の
契
約
状
況

　
町
で
は
契
約
金
額
が
１
千
万
円

以
上
の
公
共
工
事
の
契
約
状
況
に

つ
い
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

■
工
事
名　
①
ア
イ
ヌ
民
族
共
生

拠
点
施
設
新
築
工
事（
電
気
設
備

工
事
）
②
ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点

施
設
新
築
工
事（
機
械
設
備
工
事
）

■
請
負
業
者　
①
共
和
電
設
㈱
②

ゴ
ウ
ダ
・
齊
藤
経
常
建
設
共
同
企

業
体

■
契
約
金
額　
①
1
、
9
8
0
万

円
②
1
、
9
4
3
万
７
千
円

■
工
　
期　
①
②
～
12
月
18
日

■
工
事
場
所　
①
②
虻
田
地
区

■
工
事
概
要　

①
ア
イ
ヌ
民
族

共
生
拠
点
施
設（
生
活
館
）
木
造

平
屋
建
て
、
建
築
面
積
5
3
0・

42
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積

4
9
4
・
38
平
方
メ
ー
ト
ル
の
新

築
工
事
に
係
る
電
気
設
備
工
事
②

ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設（
生

活
館
）
木
造
平
屋
建
て
、
建
築
面

積
5
3
0
・
42
平
方
メ
ー
ト
ル
、

延
床
面
積
4
9
4・
38
平
方
メ
ー

ト
ル
の
新
築
工
事
に
係
る
機
械
設

備
工
事

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）



無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

８
月
15
日（
土
）、
９

月
19
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

故宮脇あきよさん
■７月３日死去■ 69歳■遺族は晃さん■泉区

広報とうやこ　2020 年８月15

お知らせ

困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
人
を
支
援
し
ま
す

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故小野寺タミさん
■７月１日死去■ 93歳■遺族は今村京子さん■虻５区

故東野英二さん
■６月 30日死去■ 79歳■遺族は智恵子さん■入１区

故佐長和子さん
■６月３日死去■ 91歳■遺族は真さん■温８区
故小山久枝さん
■６月 17日死去■ 83歳■遺族は實さん■洞第３

故大廣義雄さん
■６月 26日死去■ 93歳■遺族はツヤコさん■旭浦
故今野良子さん
■６月 28日死去■ 88歳■遺族は良一さん■入１区

６月20日から７月19日届出分

短
夜
や
読
み
終
へ
ぬ
書
の
堆
し

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

つ
ゆ
空
の
気
圧
と
コ
ロ
ナ
長
々
と

　
　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　

噴
水
や
慰
霊
の
碑
文
字
七
色
に

　
　
　

菅
原
敏
子　
　
　

向
日
葵
の
伸
び
る
勢
や
老
深
む

　
　
　
　

矢
野
知
子

噴
き
上
が
る
水
よ
り
高
き
子
ら
の
喚こ

え声

　
　
　
　

千
葉
征
子　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

故渡辺カヨさん
■７月３日死去■ 85歳■遺族は義行さん■入３区

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
洞
爺
湖
町
建
設
協
会
は
50
万
円

▽
笠
井
誠
さ
ん
（
虻
２
区
）
は

５
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

寄
附
物
品＞

▽
中
野
陽
菜
さ
ん
（
泉
区
）

▽
佐
藤
は
る
子
さ
ん
（
虻
１
区
）

▽
正
源
な
み
子
さ
ん
（
虻
８
区
）

▽
坂
井
千
枝
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
高
田
生
子
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
菊
地
由
美
子
さ
ん
（
温
８
区
）

▽
土
屋
乃
利
子
さ
ん
（
温
８
区
）

▽
遊
佐
淳
一
さ
ん
（
青
１
区
）

▽
山
田
睦
美
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
浦
井
敬
子
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
鈴
木
滋
寿
さ
ん
（
月
浦
区
）

故外川徳二さん
■６月 30日死去■ 89歳■遺族はマサエさん■入１区

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
８
月
20
日（
木
）

②
９
月
３
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
池
田
翔
一
弁
護
士

（
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
）
②
高

村
真
人
弁
護
士（
む
ろ
ら
ん
法
律

事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

　
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
人
で「
住
む
と
こ
ろ
に
困
っ
て

い
る
」「
仕
事
が
な
か
な
か
決
ま

ら
な
い
」「
子
ど
も
の
ひ
き
こ
も

り
が
心
配
」「
借
金
が
多
く
て
悩

ん
で
い
る
」「
生
活
費
に
困
っ
て

い
る
」「
働
い
た
こ
と
が
な
く
心

配
」
な
ど
の
不
安
を
抱
え
て
い
る

人
の
相
談
を
お
受
け
す
る
総
合
相

談
窓
口「
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
い
ぶ
り
」
が
開
設
さ
れ
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
※
胆
振
総
合
振
興
局
か
ら

の
委
託
事
業
で
す
。

■
相
談
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0

－

09

－

0
7
8
3

■
問
合
せ　
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
0
1
4
3

－

83

－

7
3
5
5
／　

iburi-
soudan@

roukyou.gr.jp

）

▽
古
山
礼
子
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
ア
オ
バ
薬
局

▽
と
う
や
湖
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ク
ラ
ブ

▽
㈲
洞
爺
湖
汽
船
商
事
中
島
売
店

▽
洞
爺
湖
汽
船
㈱
羊
蹄
船
内
売
店

▽
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

▽
虻
田
郵
便
局

故川岸義孝さん
■７月６日死去■ 73歳■遺族は哲夫さん■虻６区

故渡辺陽一さん
■７月４日死去■ 86歳■遺族はヨウコさん■温４区

故渡里井ツキさん
■７月 10日死去■ 94歳■遺族は隆一さん■花和区

3
0
0
２
）



問合せ問合せ　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）　健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

さわやかだ
より

　肝臓は「沈黙の臓器」と言われ、自覚症状がないまま病気が進行することが多く、日本ではウイルス
性肝炎に罹患している人は 300 万人以上（約 40 人に 1 人）いると推計されています。ウイルス性肝炎
は肝臓がんの原因にもなり、肝臓がんの約 80％はウイルス性肝炎が原因です。

肝炎ウイルス検診肝炎ウイルス検診
受診受診

16広報とうやこ　2020 年８月

をを
しましょうしましょう

ウイルス性肝炎とは？ウイルス性肝炎とは？

　血液や体液を介してＢ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）
が体内に入り感染します。主な感染経路は出産の
ときに母親から感染する母子感染ですが、昭和 61
年以降は感染防止策がとられています。成人後は
性交渉などで血液や体液を介して感染します。半
数以上は症状がないまま自然に治癒します。しか
し、１～２％は肝臓の細胞のほとんどが壊れる劇
症肝炎を発症し死に至る場合もあります。

■Ｂ型肝炎■Ｂ型肝炎
輸血や血液製剤など血液を介してＣ型肝炎ウイル

ス（ＨＣＶ）が体内に入り感染します。平成 4 年
以降はウイルス検査が導入され、輸血による感染は
ほとんどなくなりました。しかし、注射のうち回し、
ピアスや入れ墨などの不衛生な処置による感染があ
ります。感染者の約 30％は自然に治癒しますが、
約 70% はウイルスが体から排除されず、慢性肝炎、
肝硬変、肝臓がんへと進行する場合があります。

■Ｃ型肝炎■Ｃ型肝炎

　今日では医療技術の進歩により新たにＢ型肝
炎やＣ型肝炎に感染する人は少ないですが、①
肝機能異常を指摘されたことがある人、②肝炎
ウイルスまたは肝臓がんに罹患している家族が
いる人、③昭和 60 年以前に生まれた人、④平
成 6 年以前に輸血や血液製剤の投与の経験の
ある人はその他の人より感染の危険性が高いの

で、一度検査を受けることをおすすめします。
　また、町では 40 歳から 70 歳までの５歳き
ざみの年齢の人で、過去に肝炎ウイルス検診を
受診されていない人へ肝炎ウイルス検診無料
クーポン券を送付します。対象者へは個別に 10
月上旬ごろにお知らせしますので、この機会に
受診することをおすすめします。

■日　　程■日　　程 ① 11 月８日（日）～ 11 月 10
日（火）、令和３年２月９日（火）
② 11 月 11 日（水）、令和３年
２月 10 日（水）

■場　　所■場　　所 ①虻田地区②洞爺地区

■対　　象■対　　象 満 40 歳以上で過去に一度も受
けたことがない住民

■料　　金■料　　金 500 円（国民健康保険加入者・
生活保護世帯・70 歳以上の人
は無料）

■検査方法■検査方法 血液検査

検診実施月の１～２か月前の広
報や回覧でお知らせし、受付を
開始します

肝炎ウイルス肝炎ウイルス（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス）（Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス）検診のお知らせ検診のお知らせ

■申 込 み■申 込 み
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川

柳　
と
び
き
り
傑
作
選
（
や
く
み

つ
る
／
や
す
み
り
え
）
▽
サ
ル
化

す
る
世
界（
内
田
樹
）▽
黙
示（
今

野
敏
）
▽
こ
ち
ら
の
事
情
（
森
浩

美
）
▽
カ
ケ
ラ
（
湊
か
な
え
）
▽

逆
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
伊
坂
幸
太
郎
）

＜
児
童
書＞

▽
あ
し
た
、
ま
た

学
校
で
（
工
藤
純
子
）
▽
か
み
さ

ま
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
（
廣
嶋
玲

子
著
／
木
村
い
こ
絵
）
▽
お
く
り

も
の
（
豊
福
ま
き
こ
）
▽
わ
た
し

の
わ
ご
む
は
わ
た
さ
な
い
（
ヨ
シ

タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）
▽
な
ん
だ
ろ
う　

な
ん
だ
ろ
う
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス

ケ
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
流
人
道
中
記＜

上
・
下＞

（
浅
田
次
郎
）
▽
発
注

い
た
だ
き
ま
し
た
！
（
朝
井
リ
ョ

ウ
）
▽
帝
都
地
下
迷
宮
（
中
山
七

里
）▽
罪
人
の
選
択（
貴
志
祐
介
）

＜

児
童
書＞

▽
な
ぜ
？
ど
う
し

て
？
み
ぢ
か
な
ぎ
も
ん＜

１
年

生
～
２
年
生＞

（
丹
伊
田
弓
子
）

▽
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
身
近
な
ぎ

も
ん＜

３
年
生
～
６
年
生＞

（
三

田
大
樹
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
ム
ー
ン
・
パ
レ
ス

（
ポ
ー
ル・オ
ー
ス
タ
ー
著
／
柴
田

元
幸
訳
）
▽
シ
ャ
ガ
ク
に
訊
け
！

（
大
石
大
）▽
む
ら
さ
き
ス
カ
ー
ト

の
女
（
今
村
夏
子
）
▽
熱
源
（
川

越
宗
一
）
▽
な
ぜ
か
う
ま
く
い
く

人
の
す
ご
い
無
意
識（
梯
谷
幸
司
）

＜

児
童
書＞

▽
は
な
び
の
ひ
（
た

し
ろ
ち
さ
と
）
▽
い
え
で
を
し
た　

て
る
て
る
ぼ
う
ず
（
に
し
ま
き
か

や
こ
）▽
お
さ
か
な
い
ち
ば（
加
藤

休
ミ
）
▽
風
の
子
し
り
と
り
（
と

だ
こ
う
し
ろ
う
）
▽
か
ぜ
の
で
ん

わ
（
い
も
と
よ
う
こ
）

わかったさんとおかしをつくろう（全３巻）
寺村輝夫著／永井郁子絵・構成・企画

大人気シリーズ童話「わかったさん
のおかし」シリーズの誕生から 30 周
年を記念して作られた、イラストもお
菓子もとびきり可愛いレシピ絵本で
す。作り方の手順もイラストつきで丁
寧に紹介されているので、お菓子作り
がはじめてという子でも安心して作れ
ます。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　９月のおはなし会
■日　時　① 9 月 11 日（金）14 時～ 15 時 30
分②９月 14 日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時　９月 29 日（火）14 時 40 分～ 15 時
10 分
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）
※マスク着用の参加をお願いします。人数制限を
行うこともありますのでご了承ください。

今月の
リポーター
西山雄治さん

　
　
至
を
境
に
少
し
ず
つ
日
が

　
　

短
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

8
月
に
入
る
と
空
気
や
景
観
の

変
化
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を

よ
り
一
層
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん

は
北
海
道
の
短
い
夏
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
私
は
現
在
、
休
日
を
利
用
し

て
サ
イ
ロ
展
望
台
さ
ん
に
併
設

し
て
い
る
カ
フ
ェ「
c
a
f
é

b
a
l
h
e
r（
カ
フ
ェ
バ
ル

ハ
ー
）」の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
サ
イ
ロ
展
望
台
と
共
に

長
い
営
業
自
粛
期
間
を
経
て
、

７
月
４
日
か
ら
営
業
再
開
と
な

り
ま
し
た
。

　
貨
物
コ
ン
テ
ナ
が
目
印
と
な

っ
て
い
る
c
a
f
é
b
a
l

h
e
r
。そ
の
裏
手
に
は
洞
爺
湖

を
一
望
で
き
る
広
い
テ
ラ
ス
席

が
あ
り
、
荘
厳
な
景
観
を
楽
し

み
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
や
デ
ザ
ー

ト
な
ど
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
山
岳
喫
茶

さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
を
使
用
し

た
深
い
味
わ
い
の「
フ
レ
ン
チ

プ
レ
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
や
人
気
の

「
水
出
し
コ
ー
ヒ
ー
」も
こ
の
時

期
な
ら
で
は
。
岡
田
屋
さ
ん
の

お
汁
粉
と
あ
ん
・
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム・白
玉
が
コ
ラ
ボ
し
た「
お

汁
粉
サ
ン
デ
ー
」な
ど
が
あ
り
、

地
元
の「
う
ま
い
」を
形
に
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ラ
ス
の
隣
に
は
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て

ま
す
の
で
、
愛
犬
と
共
に
開
放

的
な
空
間
で
過
ご
す
時
間
も
魅

力
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　
洞
爺
湖
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
が

す
ば
ら
し
く
、
趣
が
あ
り
、
い

つ
も
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
私

に
と
っ
て
は「
何
時
間
で
も
見

続
け
て
い
ら
れ
る
⋮
」
そ
ん
な

場
所
で
す
。
近
く
に
来
た
と

き
は
、
ぜ
ひ
サ
イ
ロ
展
望
台
、

c
a
f
é
b
a
l
h
e
r
に

寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

夏

今月の
１冊
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格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ
て

　
　

く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

熱
中
症
が
増
え
る
時
期
で
す
。
全

国
各
地
で
、
猛
暑
に
よ
り
熱
中
症

で
搬
送
さ
れ
た
人
が
多
く
、
他
人

事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
外
に
限

ら
ず
室
内
で
も
熱
中
症
は
発
生
し

ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と

統
一
標
語

﹃
そ
の
火
事
を

防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
﹄

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
　
　
開
設
し
て
い
ま
す

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。︻
災

害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
4
2

－

23－

7
1
7
1
︼
間
違
い
の
無

い
よ
う
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

　

ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
は
、
情
報
発
信
の

た
め
公
式
F
a
c
e
b
o
o
k

を
開
設
し
ま
し
た
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
コ
メ
ン
ト
の
応
答
、

F
a
c
e
b
o
o
k
上
か
ら
の

緊
急
通
報
や
出
動
要
請
は
一
切
受

付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ

い
て
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部

Ｈ
Ｐ

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
と
い
え
ば
花

火
で
す
が
、
遊
び
方
や
後
片
付
け

の
方
法
を
誤
る
と
火
災
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
の
「
花
火
」

は
避
け
、
必
ず
大
人
が
付
き
添
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、

注
意
し
、
火
災
発
生
の
防
止
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
花
火
は
広
く
安
全
な
場
所
で
行

い
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

所
で
は
遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
浸
し
て
く
だ
さ
い
。

③
子
ど
も
だ
け
で
花
火
は
さ
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

④
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
な

い
で
く
だ
さ
い
。

本
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熱
中
症
に
注
意
！

脱
水
や
体
温
上
昇
に
気
づ
き
に
く

く
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
の
で
次

の
こ
と
に
注
意
し
夏
を
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

熱中症対策７箇条
①部屋の温度をこまめにチェック！

（普段過ごす部屋に温度計を置いてみ
ては？）
②室温が 28 度を超えないよう、エア
コンや扇風機を上手に使いましょう！
③のどが渇かなくても、こまめに水分
補給！
④外出するときは体をしめつけない涼
しい服装で、日よけ対策も！
⑤無理をせず、適度に休憩を！
⑥日ごろから栄養バランスのよい食事
と体力づくりを！
⑦わずかな時間でも子どもを車内に絶
対に残さない！（子どもは大人より高
温環境にさらされています）

お
盆
の
火
災
予
防

　
お
盆
は
先
祖
を
供
養
す
る
大
切

な
行
事
で
す
が
、
先
祖
供
養
の
た

め
多
く
の
人
が
訪
問
す
る
こ
と
も

増
え
、
仏
壇
や
お
墓
な
ど
で
火
を

使
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
ろ

う
そ
く
や
線
香
の
火
が
原
因
で
火

災
が
発
生
し
た
事
案
が
多
数
あ
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

①
ろ
う
そ
く
の
火
を
つ
け
て
い
る

と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ

な
い
。

②
安
定
し
た
不
燃
性
（
金
属
、
陶

磁
器
な
ど
）
の
ろ
う
そ
く
台
や
受

け
皿
を
用
い
て
、
ろ
う
そ
く
を
使

用
す
る
。

③
ろ
う
そ
く
の
周
囲
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

④
電
気
式
の
盆
提
灯
な
ど
は
使
用

前
に
配
線
を
確
認
す
る
。

⑤
座
布
団
や
敷
き
物
は
防
炎
製
品

に
す
る
。

⑥
火
災
を
早
く
発
見
す
る
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

h
ttp

://n
fd

119.
sakura.ne.jp/index.htm
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63
第

回

地
域
生
活
支
援
拠
点
施
設

整
備
工
事
の
進
捗
状
況

　
　
域
生
活
支
援
拠
点
施
設
整
備

　
　
事
業
は
、
近
隣
住
民
へ
の
住

民
説
明
会
を
経
て
、
４
月
22
日
に

地
域
生
活
支
援
拠
点
施
設
新
築
工

事
の
起
工
に
伴
う
安
全
祈
願
祭

（
地
鎮
祭
）
を
設
計
お
よ
び
工
事

監
理
者
の
株
式
会
社
創
建
社
、
施

工
業
者
の
岩
倉
建
設
株
式
会
社
、

当
法
人
の
夏
目
理
事
長
が
参
列
す

る
な
か
、
虻
田
神
社
宮
司
に
よ
り

厳
粛
に
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
前
述
の
と
お
り
三
者
に
よ
り

神
事
の
み
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
あ
ぶ
た
福
祉
会

中
長
期
計
画
に
お
け
る
第
２
期
工

事
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

高
齢
化
・
重
度
化
や
保
護
者
な
ど

の
亡
き
後
を
見
据
え
、
相
談
や
緊

急
時
の
受
け
入
れ
対
応
、
専
門
的

人
材
の
確
保
養
成
と
い
っ
た
居
住

支
援
の
た
め
の
機
能
を
有
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
生
活
支

援
拠
点
と
障
が
い
者
や
高
齢
者
・

子
ど
も
な
ど
が
共
に
支
え
合
い
、

ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
複
合
的

な
機
能
を
有
し
た
施
設
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

　
現
在
、
基
礎
躯
体
工
事
の
段
階

で
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
か
っ

こ
う
台
区
住
民
を
は
じ
め
町
民
の

皆
さ
ん
に
は
、工
事
に
よ
る
騒
音
、

大
型
車
両
の
出
入
り
と
何
か
と
迷

惑
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
施
工
業
者
に
は
、
騒
音
対
策

と
交
通
安
全
な
ど
に
万
全
を
尽
く

す
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
建
築
工
事
の
完
成
は
、
来
春
３

月
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
披
露
目
と

し
て
内
覧
会
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
新
規
事
業
の
詳
細
な
ど
は
、

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
工
事
の
概
要

■
工
事
名　
地
域
生
活
支
援
拠
点

施
設
新
築
工
事

■
場
　
所　
高
砂
町
１
２
８
番
５

■
面
　
積

8
4
5
1
・
14
平
方

メ
ー
ト
ル
の
一
部
（
2
9
8
7
・

90
平
方
メ
ー
ト
ル
）

■
名
　
称　

さ
ぽ
ー
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ゆ
う
あ
い
（
仮
称
）

■
構
　
造　

鉄
骨
造　

平
屋
建　
　

１
棟

■
建
築
面
積

1
2
6
2
・
92
平

方
メ
ー
ト
ル

■
延
床
面
積

1
1
7
1
・
50
平

方
メ
ー
ト
ル

■
主
要
設
備　

全
館
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
機
能
訓
練
室
、
創
作
室
、

音
楽・学
習
室
、
多
目
的
ト
イ
レ
、

介
護
機
械
浴
室
、介
護
浴
室
、シ
ャ

ワ
ー
室
、
食
堂
（
カ
フ
ェ
）、
会

議
室
、
研
修
室
、
冷
房
・
暖
房
設

備
、
発
電
設
備
な
ど

■
着
手
日　
令
和
２
年
4
月
3
日

■
竣
工
日　
令
和
3
年
3
月
31
日

（
予
定
）

■
そ
の
他　
建
設
区
画
内
外
構
工

事

合
同
日
中
活
動

地

　
６
月
26
日
、
今
年
初
め
て
の
合

同
日
中
活
動
を
企
画
し
、
そ
う
め

ん
と
か
き
氷
の
レ
ク
を
実
施
し
ま

し
た
。昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
、

主
に
午
後
の
活
動
時
間
を
利
用
し

て
日
中
活
動
班（
作
業
グ
ル
ー
プ
、

介
護
グ
ル
ー
プ
、
い
こ
い
、
家
政

班
）
が
合
同
で
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
室
内
で
の
活
動
が
多
い
こ

と
か
ら
、
全
体
で
楽
し
め
る
レ
ク

活
動
を
企
画
し
、
気
分
転
換
を
図

る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
暑
い
日
が
続
く
中
で
清

涼
感
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

そ
う
め
ん
と
か
き
氷
を
食
べ
ま
し

た
。
昨
年
実
施
し
た
流
し
そ
う
め

ん
が
好
評
で
「
今
年
も
流
し
そ
う

め
ん
を
！
」
と
思
っ
て
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
今
年
は
断
念
。
施
設
で
も

感
染
対
策
と
し
て
、
利
用
者
は
も

ち
ろ
ん
職
員
も
う
が
い
や
手
洗
い

消
毒
を
行
い
、
気
を
付
け
て
い
ま

す
。

　
行
事
も
中
止
に
せ
ざ
る
得
な
い

中
で
、
少
し
で
も
季
節
を
感
じ
、

涼
し
さ
を
感
じ
る
内
容
を
考
え
、

今
年
は
そ
う
め
ん
を
個
別
に
盛
っ

て
食
べ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
そ
う

め
ん
を
食
べ
た
後
、
久
し
ぶ
り
の

か
き
氷
も
好
評
で
、
笑
顔
で
嬉
し

そ
う
に
一
気
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。
利
用
者
か
ら
も
「
流
し
そ
う

め
ん
や
り
た
か
っ
た
」
と
の
声
が

聞
か
れ
、
流
し
そ
う
め
ん
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
大
盛
り
の

そ
う
め
ん
を
準
備
し
て
、
と
こ
と

ん
楽
し
み
た
い
で
す
。

　
全
体
で
の
活
動
は
難
し
い
で
す

が
、
今
年
の
活
動
状
況
を
見
な
が

ら
、
可
能
な
時
間
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
普
段
作
業
で

頑
張
っ
て
い
る
利
用
者
皆
さ
ん
が

気
分
転
換
に
つ
な
が
る
よ
う
な
楽

し
め
る
企
画
を
模
索
し
、
今
後
も

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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ジオパーク通信ジオパーク通信

第 97号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

広報とうやこ　2020 年８月 20

「洞爺湖水中模型」「洞爺湖水中模型」制作中！
　洞爺湖有珠山ジオパークでは、地域の小学生から高校生に参加を呼び
かけ、洞爺湖の湖底地形の模型を製作しています。
　6 月 22 日～ 7 月 8 日の 3 週間、「ステイホームイベント」として、
模型パーツの切り抜き作業を実施しました。参加者の皆さんには、自宅
でパーツを切り抜いて、提出していただきました。
　募集人数（100 人）を越える参加者により、必要な全てのパーツが、
揃いました。

多数参加していただき多数参加していただき
　ありがとうございます！　ありがとうございます！

組み立て・展示のスケジュール
①組み立て

②展示の開始

③模型を使ったイベント開催

イベントチラシ。ジオパーク内の
すべての学校に配布しました。（募
集は終了しました）

時期：７月中旬～ 7 月末
集まったパーツを重ね合わせて、洞爺湖の模型を作り
ます。組み立ては、伊達緑丘高校の皆さんにお手伝い
をお願いしています。

時期：8 月中旬を予定
洞爺湖観光情報センター３階の「ジオパーク大地の恵
み展」会場で展示します。

時期：夏～秋
完成した模型を使って、洞爺湖の地形のナゾを探るイ
ベントを開催します。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインで開
催する可能性があります。

洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道伊達市・豊浦町・壮瞥町・洞爺湖町の４つの市町の取り組みです。
さまざまな活動を通して、この地域の大地の魅力を伝えていきます。

イベントチラシ。ジオパーク内の



上記のイベントなどの情報は７月 31 日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定されている
イベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

７月 18 日（土）
～８月30日（日）

夏特別展　藤沢レオ展－きのうと違う島－

15 日（土） 行政に関わるくらしの無料相談会

16 日（日） 教育講演会「配慮を要する子の長所活用型指導」

19 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2008）

げんきクラブ（虻田）
13：30 ～ 15：30
洞爺協会病院（☎76-4822＜地域包括支援センター＞）

20 日（木）

げんきクラブ（洞爺）
13：30 ～ 15：30
洞爺温泉病院（☎76-4822＜地域包括支援センター＞）

無料法律相談会

21 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

22 日（土）「鉄たたけます。」

23 日（日）
知ろう！再生可能エネルギー

10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

24 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

26 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

28 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：00 ～ 12：00
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

乳児健診
12：50 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

29 日（土）
～ 30 日（日）

ダッチオーブンでパン作り
10：00 ～ 12：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

９月２日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

３日（木） 無料法律相談会

４日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

５日（土）～
10月11日（日） 秋特別展　砂沢ビッキ展

６日（日）
特定外来生物オオハンゴンソウ駆除

10：00 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

７日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント
洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　９時 30 分～ 18 時
■臨時休館日　９月１日（火）～９月４日（金）
夏特別展　藤沢レオ展－きのうと違う島－
■日　程　７月 18 日（土）～８月 30 日（日）
８月特別展関連ワークショップ「鉄たたけます。」
■日　時　８月 22 日（土）① 11 時～② 13 時 30 分～
■講　師　藤沢レオさん（彫刻家、洞爺湖町出身）
■定　員　①②それぞれ 10 人
■参加費　500 円
■対　象　小学３年生以上
秋特別展　砂沢ビッキ展
■日　程　９月５日（土）～ 10 月 11 日（日）
９月ワークショップ「動くおもちゃをつくってあそぼう」
～オートマタづくり～
■日　時　９月 12 日（土）13 時～
■講　師　原田泰さん（公立はこだて未来大学教授）
■定　員　７人
■参加費　500 円
■対　象　小学３年生以上
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／ WEB　http://
www.geijutukan.net/

７日（月）
フッ素塗布

13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

８日（火）
子育てセミナー②

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

9 日（水）～
11 日（金）

結核・肺がん検診
虻田地区

９日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

10 日（木）
げんきクラブ（洞爺）

13：30 ～ 15：30
洞爺温泉病院（☎76-4822＜地域包括支援センター＞）

11 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

12 日（土） 「動くおもちゃをつくってあそぼう」～オートマタづくり～

14 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

16 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2008）

げんきクラブ（虻田）
13：30 ～ 15：30
洞爺協会病院（☎76-4822＜地域包括支援センター＞）

ピックアップイベント詳

時
所
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教育講演会「配慮を要する子の長所活用型指導」
■日　時　８月 16 日（日）13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場　所 胆振地方男女平等参画センター２階大研修室（室蘭市）
■講　師　青山眞二さん（北海道教育大学札幌校教授）
■定　員　43 人
■参加費　500 円
■申込み　参加者名、勤務先・所属、住所、電話番号などを
記入して FAX・メールにて申込みください。
■主　催　室蘭 LD を考える会
■問合せ　 室 蘭 LD を 考 え る 会　 熊 谷（ ☎ FAX0143-23-
1923 ／　　ld.in.muro@gmail.com）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ｐ 15詳

ｐ 15詳

ｐ 15詳
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月
全
国
か
ら
写
真
作
品
を
募

　
　
集
し
、
プ
ロ
の
写
真
家
が
作

品
を
講
評
す
る
月
刊
誌
フ
ォ
ト
コ

ン
の
月
例
コ
ン
テ
ス
ト
。
と
う
や

水
の
駅
で
年
2
回
写
真
展
を
開

催
し
て
い
る
「
写
真
集
団
洞
爺
」

所
属
の
加
藤
み
ち
よ
さ
ん
が
、

2
0
1
9
年
（
１
月
～
12
月
号
）

の
年
度
賞
の
初
級
２
部
門
（
自
由

の
部
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
部
）
で
3

位
と
４
位
の
Ｗ
受
賞
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
岩
見
沢
市
出

身
で
、
高
校
卒
業
後
就
職
。

スポットライト

Spotlight

月刊誌フォトコンで年度賞Ｗ受賞

加藤みちよさん

東奔西走
ワンショット今月の

　　月の spotlight の加藤さんは広報３月号の表紙を募集したと
　　きに作品を応募していただきました。加藤さんの作品はとて
も素晴らしく、こんな写真を一度は撮影してみたいと思いまし
た。（C.K）
　　日の土用の丑の日にウナギを食べました。「土用の丑の日」
　　というのは年に数回、季節の変わり目にあるそうです。季節
の変わり目は、体調を崩しやすいですが、日ごろから体調管理を
心がけて元気に過ごしましょう。（M.O）

2
0
1
7
年
に
洞
爺
湖
町
へ

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。「
自
然

豊
か
で
、
雪
も
少
な
く
過
ご
し
や

す
い
で
す
」
と
洞
爺
湖
町
で
の
暮

ら
し
を
話
し
ま
す
。

　
小
学
生
の
こ
ろ
、
父
の
お
さ
が

り
の
カ
メ
ラ
で
よ
く
遊
び
、
カ
メ

ラ
の
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン

で
、
試
合
を
観
戦
し
て
い
る
う
ち

に
選
手
の
写
真
を
撮
影
し
た
く
な

り
、
久
々
に
カ
メ
ラ
を
触
り
始
め

ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
に
熱
中
す
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
「
写
真
家
の

作
品
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
こ
ん

な
風
に
撮
影
し
た
い
」
と
感
動
し

た
こ
と
。
ニ
セ
コ
町
の
写
真
の
先

生
に
指
導
を
受
け
、
写
真
の
技
術

を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
町
に
住
み
始
め
て
か

ら
、
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
伊
達
市
の
先
生
に
背
中
を
押
し

て
も
ら
い
同
誌
の
応
募
を
決
め
、

2
0
1
9
年
の
１
月
号
に
初
め

て
応
募
。「
1
回
入
賞
で
き
れ
ば

い
い
か
な
」
と
軽
い
気
持
ち
で
応

募
し
た
と
こ
ろ
、
年
度
賞
を
Ｗ
受

賞
し
ま
し
た
。「
と
て
も
勉
強
に

な
り
、
充
実
し
た
１
年
で
し
た
」

と
受
賞
し
た
感
想
を
話
し
ま
す
。

　
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る

時
間
が
一
番
楽
し
い
で
す
。
撮
影

の
時
間
が
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る
こ
と

で
「
洞
爺
湖
町
や
羊
蹄
山
麓
な
ど

の
周
辺
地
域
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
自
分
の
好
き
な
場

所
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
い
う
思
い
を

話
し
、「
こ
れ
か
ら
も
全
国
レ
ベ

ル
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
技

術
を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

意
欲
を
見
せ
ま
す
。

今

毎

「洞爺湖水中模型」を組み立てる「洞爺湖水中模型」を組み立てる
伊達緑丘高校の生徒たち伊達緑丘高校の生徒たち

profi le
昭和 39 年９月 14 日生ま
れ。趣味は写真撮影とドラ
イブ。虻田６区在住。55歳。

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
時
間
が

一
番
楽
し
い
で
す

先


